
森の恵みを抱いたシングルモルトウイスキー「白州」

南アルプスの天然水を仕込み水に、“森の蒸溜所”で生まれたモルト原酒だけでつくる

シングルモルトウイスキーです。

清冽な水、澄みきった大気、標高がもたらす厳しい気候。

「白州」の香味には、生命力あふれる森の自然そのものが溶け込んでいます。

森香るハイボール

爽快なソーダによって、白州の森の若葉のような、みずみずしい香りが一層引き立ちます。

ひと口飲めば、その爽やかさに包まれて、まるで森林浴をしているかのような気分を

愉しむことができます。



雄大な自然の時を愉しむ、森香るウイスキー。

その余韻は、心地よく、清々しい。

白州の森で生まれた、シングルモルトウイスキー「白州」。

清々しい香りと、すっきりとした味わいは、

まるで雄大な自然に包まれているような、洗練された上質な時間へといざないます。

色を愉しむ。香りを愉しむ。余韻を愉しむ。

ウイスキーづくりのすべては、白州の名水から

山々に降り注いだ雨雪が大地にしみこみ、およそ20年かけて花崗岩層をくぐり抜けることで磨かれ

た南アルプスの天然水。適度なミネラル分を含んだ軟水が、香味の土台となる白州のモルト原酒。

5年、10年、数十年と熟成を重ねてもなお、爽やかさが際立つ香りや、

軽快で柔らかな味わいが宿ります。


